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非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【研究科共通】医学、保健学および関連諸科学の研究に対する 医療倫理学の成立や発展の経緯について理解し、基本的な概念
理解に基づいた高度な倫理性を持ち、科学的基盤に基づいて医 について説明できる。
療、医学研究もしくは教育を実践できる。

⇔

【保健学】高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づ 医療倫理の原則に基づき、医療現場での倫理問題の解決のため
く臨床問題解決能力などの高度な実践能力を有する。 に、具体的な実践ができる。

⇔

(2)授業の概要 １．生命倫理学／医療倫理学の成り立ちについて概説する。
２．インフォームドコンセント，パターナリズム，研究不正など，生命倫理関連の代表的な概念および
トッピクスのいくつかについて，それらの歴史と現状について映像教材を用いて解説し，受講者同士で
も意見交換をおこなう。
３．医療現場でおきる倫理問題解決のために，本授業で学んだことを応用して現実の問題に対応できる
素養を養う。

本授業は，担当者が学内外の倫理委員会等の委員として経験した実務を活かして展開する。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

医療倫理学／生命倫理学の素養を身につけるとともに，当該領域に関する｢情報収集能力｣｢分析能力｣｢（
グローバルな）情報発信能力｣を養い，医療現場で起きる倫理問題解決のための方法論を学ぶ。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

１．生命倫理学／医療倫理学の成り立ちについて説明できるようになる。
２．インフォームドコンセント，パターナリズム，研究不正など，生命倫理関連の代表的な概念および
トッピクスについて，それらの歴史と現状について説明できるようになる。
３．医療倫理関連問題解決のための方法論を医療現場で応用できるようになる。

(5)授業計画 第１回　　　　医療／生命倫理学入門　４月11日（土）  4限    中込

第２～３回　　医療現場の倫理１　　　５月23日（土）　3-4限  ゲスト講師・中込

第４～５回　　医療現場の倫理２　　　５月30日（土）　4限　　中込

第６～７回　　APLIN　e-Learningプログラム（e-APLIN)を実施し、修了する。

第８～９回　　生命倫理学概説（６時限）　ゲノム時代の生命倫理（７時限）
　　　　　　　（６月２９日　月曜日  ６時限　中込　７時限　福嶋）
　　　　　　
第10～11回　　スモールグループディスカッション（研究倫理）
　　　　　　　（７月４日土曜日 １－２時限 樋笠先生・片山先生／福嶋先生）

第12～14回　　シンポジウム／特別授業　テーマ:研究倫理・研究公正の現状とこれから　　　　　　
　　　　　　　（７月４日土曜日 ３－５時限 市川先生／山浦先生／樋笠先生／片上先生／福嶋先生）

第15回　　　　最終レポート作成・提出

(6)授業の進め方 本講義は、ほぼオンライン（リアルタイム・ライブ配信型）
4月11日、５月23日、５月30日、６月29日、7月4日　

6～7回はセルフラーニングで進めてください。

接続URL等は、eALPSに掲載します。eALPS情報をこまめにチェックしてください。

視聴覚教材を用いるとともに，グループワーク等も取り入れ，受講者同士のディスカッションを中心に
すすめます。積極的に意見交換をしてください。

他の研究課程（医学科の大学院）との合同授業になることもあります。

原則としてすべての授業に出席することを求めます。その上で，課題に沿ったレポート提出してくださ
い。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

授業で取り上げるテーマに関連する社会問題について,事前にインターネット等で情報を得たうえで授業
に臨んでください。

授業後は授業中に紹介した書籍やウェブサイト等でテーマに関する理解をさらに深めてください。

また,授業で取り上げることができない医療をめぐる社会的な問題にも常に関心をもってください。



(8)成績評価の方
法

毎回のコメントペーパー30％，レポート課題30％，期末レポート40％。
総得点の60パーセント以上を合格とする。

(9)成績評価の基
準

レポートについては，おおむね次のように評価します。

(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような課
題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握
できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「卓
越している（秀）」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。４項目まで
できていれば「やや上にある（良）」。３項目までできていれば「水準にある（可）」。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

日時および場所の設定がかなり不定期になります（直前の変更もあり得ます）ので，第１回目の授業で
のアナウンス，掲示および連絡のメール等にご注意ください。

やむを得ず欠席の場合は，別日に補講を行いますので，必ず事前に（やむを得ない事情の場合は欠席後
なるべく早く）連絡してください。

質問および欠席の場合の事前連絡等はメール（中込：snakagomi@shinshu-u.ac.jp）で受け付けます。

【テキスト，教
材，参考書】

教科書はとくに指定しませんが，参考書等は授業中に紹介します。


